
（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
）

第
百
九
条

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
四
十
四
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四
十
四
の
三

社
債
、
株
式
等
の

振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

三
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
振
替
機

関

国
税
通
則
法
に
よ
る
同
法
第
七
十
四
条
の
十
三
の
四
第
一
項
の
加
入
者

情
報
の
管
理
又
は
同
条
第
二
項
の
加
入
者
の
個
人
番
号
等
の
提
供
に
関

す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
一
の
三
十
八
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
十
八
の
二

社
債
、
株
式
等
の

振
替
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第

二
項
に
規
定
す
る
振
替
機
関

国
税
通
則
法
に
よ
る
加
入
者
情
報
の
管
理
又
は
加
入
者
の
個
人
番
号
等

の
提
供
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報
２

新
平
成
三
十
年
改
正
法
附
則
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
は
、
施
行
日
後
に
公
益
法
人
等
に
該
当
す
る
こ
と
と
な

る
普
通
法
人
及
び
協
同
組
合
等
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
以
前
に
公
益
法
人
等
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
特
定

普
通
法
人
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
百
七
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
項
第
一
号
中
「
第
七
十
条
の
六
の
六
第
二

十
項
」
の
下
に
「
、
第
七
十
条
の
六
の
八
第
二
十
七
項
、
第
七
十
条
の
六
の
十
第
二
十
八
項
」
を
加
え
る
。

（
輸
出
入
取
引
法
等
の
一
部
改
正
）

第
百
八
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
、
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）」を
削
る
。

一

輸
出
入
取
引
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
九
号
）
第
十
七
条
第
三
項

二

生
活
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
及
び
振
興
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第

四
十
九
条
の
九
第
三
項

三

中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項

（
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
百
十
一
条

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
四
号
）
附
則
第
三
十
九
条
第
一

項
及
び
第
四
項
の
酒
類
の
製
造
場
及
び
保
税
地
域
以
外
の
場
所
が
沖
縄
県
の
区
域
内
の
場
所
で
あ
り
、
か
つ
、
こ
れ

ら
の
規
定
に
規
定
す
る
酒
類
が
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
て
酒
税
を
軽
減
さ
れ
た
酒
類
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
九

年
法
律
第
四
号
）
附
則
第
三
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
百
十
二
条

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
中
「
若
し
く
は
久
米
島
」
を
「
、
久
米
島
若
し
く
は
下
地
島
」
に
改
め
、「
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別

措
置
法
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）」を
加
え
る
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
十
三
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
三
項
中
「
第
二
十
九
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
六
項
」
に
、「
第
六
項
」
を「
第
七
項
」

に
、「
第
三
十
項
、
第
七
十
条
の
二
の
二
第
十
三
項
」
を
「
第
三
十
五
項
、第
七
十
条
の
二
の
二
第
十
五
項
」に
、「
、
所

得
税
法
」
を
「
若
し
く
は
第
七
十
四
条
の
十
三
の
三
、
所
得
税
法
」
に
改
め
る
。

（
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
十
条

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
四
十
七
年
」
を
「
四
十
九
年
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
第
一
項
中
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
項
」
に
、「
か
ら
同
条
」
を「（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
差
額
課

税
額
」
と
い
う
。）か
ら
同
条
第
一
項
」
に
、「
、
又
は
」
を
「
、
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
控
除
し
た
」
の
下
に
「
金
額

又
は
当
該
差
額
課
税
額
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
、
若
し
く
は
控
除
さ
れ
る
べ
き
若
し
く
は
還
付
さ

れ
、
若
し
く
は
還
付
さ
れ
る
べ
き
内
国
消
費
税
に
相
当
す
る
金
額
を
加
算
し
た
」
を
加
え
る
。

第
八
十
二
条
中
「
四
十
八
年
」
を
「
四
十
九
年
」
に
改
め
、「
受
け
て
い
た
課
税
物
品
」
の
下
に「（
当
該
変
更
又
は

廃
止
が
あ
つ
た
日
に
当
該
区
域
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
内
国
消
費
税
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
内
国
消

費
税
の
額
が
こ
れ
ら
の
日
の
前
日
に
当
該
区
域
に
適
用
さ
れ
て
い
た
内
国
消
費
税
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
よ
り
計

算
し
た
内
国
消
費
税
の
額
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

沖
縄
県
の
区
域
内
に
あ
る
課
税
物
品
の
製
造
場
及
び
保
税
地
域
以
外
の
当
該
区
域
内
の
場
所
に
お
い
て
、
こ
の

法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
十
九
年
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
第
八
十
条
第
一
項
の
内
国
消
費

税
の
軽
減
に
関
す
る
措
置
の
変
更
が
あ
つ
た
際
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
課
税
物
品
（
前
項
の
課
税
物

品
を
除
く
。）を
所
持
す
る
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
課
税
物
品
に
つ
い
て
は
、政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
者
を
当
該
課
税
物
品
の
製
造
者
と
、
当
該
所
持
す
る
場
所
を
課
税
物
品
の
製
造
場
と
、
そ
の
者
が
所
持
す
る

課
税
物
品
を
当
該
変
更
が
あ
つ
た
日
に
そ
の
者
の
当
該
課
税
物
品
の
製
造
場
に
戻
し
入
れ
た
も
の
と
、
そ
れ
ぞ
れ

み
な
し
て
、
当
該
戻
し
入
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
当
該
課
税
物
品
に
係
る
内
国
消
費
税
の
額
に
相
当
す
る
金
額

を
前
項
の
規
定
に
よ
り
課
さ
れ
る
べ
き
内
国
消
費
税
の
額
か
ら
控
除
し
、
又
は
還
付
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
課
税
物
品
に
係
る
控
除
さ
れ
、
又
は
還
付
さ
れ
る
べ
き
内
国
消
費
税
の
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
当
該
変
更

が
あ
つ
た
日
の
前
日
に
当
該
区
域
に
適
用
さ
れ
て
い
た
内
国
消
費
税
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
内

国
消
費
税
の
額
か
ら
当
該
変
更
が
あ
つ
た
日
に
当
該
区
域
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
内
国
消
費
税
に
関
す
る
法
令
の
規

定
に
よ
り
計
算
し
た
内
国
消
費
税
の
額
を
控
除
し
た
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
基
礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
と
す
る
。

（
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
十
四
条

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年

法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
三
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
三
十
条

削
除

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
百
十
五
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る

こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
百
十
六
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め

る
。

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三




		2019-03-29T18:12:07+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




